
3. 研究内容

放射線・化学・⽣物的作⽤の
複合効果による燃料デブリ劣化機構の解明

1. 課題⽬標
放射化学、核化学、核物理、燃料材料科学の専門家に環境微生物の専門家を加えた研究者により、模

擬デブリの作製から、照射、化学的作用及び生物作用による溶出試験を行い、富岡の国際共同研究棟など
に原子力機構が有する先端分析機器を駆使してデブリの性状の変化、元素の溶出挙動を分析し、放射線損
傷と酸化環境下における化学的及び生物学的損傷の複合作用による燃料デブリの劣化機構を解明すること
を目的とし、酸素が存在する条件での複合作用による劣化を時間の関数として表すことを最終目標とする。

2. 研究実施体制・事業計画

本提案では図1に示すように４つの研究テーマについて2段
階に分けて研究・開発を進める。すなわち、研究テーマは
テーマ１：放射線作用による劣化機構の解明
テーマ２：化学的作用による劣化機構の解明
テーマ３：生物的作用による劣化機構の解明
テーマ４：劣化モデルの概念設計


